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Tel：0155-27-8627 Fax：0155-23-5320

〇 はじめに

特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒の実態把握については、園や学校生活のどのような場面でど
のような行動が見られるのか、障がいとして理解するのではなく、日常の行動観察により、個々の幼児児童
生徒の特性として理解し、対応を工夫する必要があります。

別添１

幼児児童生徒の実態把握と支援に向けて

〇 幼児児童生徒の実態把握から支援へ

「十勝版 幼児児童生徒実態把握シート」では、子どものよさ、課題について整理することを目的に、10
～13の領域に分け、実態把握の視点を示しています。

子どもの良さや課題について、レーダーチャー
ト式のグラフで示されます。

「十勝版 幼児児童生徒実態把握シート」では、
課題に応じた支援に係る資料等のリンクを掲載し
ていますので、合わせてご参照ください。

子どもの困難さの背景にある要因を
探り、指導仮説を設定します。

専門家チームによる巡回相談では、
子どもの行動観察を通じ、背景にある
要因について一緒に考えながら、相談
を行います。

書くことに課題がある子どもに対し、
どのような支援が考えられるのだろう。

〇 専門家チームによる巡回相談の流れ

巡回相談に係る資料は
こちらから読み込むか、
クリックいただけると、
ダウンロードできます。

【ステップ１ 校内での実態把握】
校内委員会等の場で、複数の教職員等で幼

児児童生徒の実態把握を行い、校内（園内）
の支援体制を検討するとともに、専門家チー
ムへの相談内容（主訴）を明確にする。

【ステップ２ 保護者との合意形成】
保護者と、専門家チームの相談内容を共有

し、相談に関わる合意形成を図る。
※ 校内研修の依頼の場合は不要です。

【ステップ３ 巡回相談の実施】
園や学校での様子を観察し、事後にカンファレンスの時間を設定させていただき

ます。その中で、事前に記入いただいた、別添２の「十勝版 幼児児童生徒実態把
握シート」があれば共有いただき、幼児児童生徒の実態把握や具体的な指導支援に
ついて協議を行います。

巡回相談員派遣要請表（別記様式）を送付

※ 発達検査の実施に関わらず、同じケースで複数回の巡回相談を実施することは可能ですが、必ず相談後に校内委員会
等で情報共有して支援等を講じ、一定期間を経た後に再度検討ください。

＜発達検査等の実施について＞
実態把握及び具体的な支援につなげるため、必要に応じて２回目以降に実施します。
発達検査等に必要な用具や記録用紙等の準備をお願いすることがあります。（要相談）
発達検査等の結果は、学びの場（在籍）の変更に係る教育支援委員会の資料等にはならないことに留意ください。

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/tky/261414.html

